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児童学科だより

児童学科だより

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 児童学科公開講座

子 どもと親のための ゼ ミナール(第14回)

　2002年7月6日(土)　 13:30～17:30

　■ 心の悩み を聴 く体 験学習　 D校 舎学生ホール

　　　　 カウンセ リング実技講座

　2002年7月7日(日)　 10:00～12:30

　■ コンサー ト&音 楽遊 び体験

　　 「ワ クワク音楽会」音楽棟 ホール

2002年7月7日(日)　 13:30～14:30

■講 演 「音楽 療 法 と創 造性 」 音 楽棟 ホー ル

大辻　隆夫(本 学 助 教 授)

石野　　泉(本学非常勤講師)

野村　　 誠(本 学講師 ・作曲家)

片岡　祐介(元岐阜県音学療法研究所

　　　　　 研究員・打楽器奏者)

片岡 由紀(音 楽 療 法 家)

　　　　　　片岡　祐介(元岐韓 音学鰍 研究所

　　　　　　　　　　　 研究員・打楽器奏者)

コーディネーター　野村　　誠(本 学講師 ・作曲家)

児童 文化 ・児童 文学 ゼ ミナー ル(第43回)

　 2002年11月30日(土)　 13:30～17=00

　■ 講 演 「自作 を語 る　 一 『は なのみ ち』 を中心 に一 」

「教科 書 と児童文芸」

岡　　信子(作家 ・日本児童

　　　　　 文芸家協会理事長)

岡田　純也(本　学　教　授)

　　　　　　　　　　2001年 度　 家政 学研究科児童学専攻修士論 文　論題一 覧

1)精 神分析 的治療場面におけ る患者の知覚変容 についての一考察

　　　一"new　 object"と しての治療者の発見一

2)自 閉症 児 ・者の知覚世界 と描画世 界につ いての一考察

　　　一 自閉症 児 ・者援助プ ログラムのため の臨床心理学的基礎研究一

3)幼 児におけ る社会性 の発達 についての一考察

　　　一社会性 の発達指標の再検討 を中心に一

4)障 害児 ・者のき ょうだいの性格傾 向に関す る一考察

5)自 己矛盾の葛藤 と苦悩 に関す る精神分析的一考察

6)熊 本 の昔話　語彙研究

7)家 族 の心理的問題が子 どもに与 える影響 について

　　　一Family　 System　 Testを 用 いて一

8)作 業 同盟 と転移神経症の相補性に関す る一考察

9)乳 幼 児一親心理療法 に関す る一考察

10)性 別 同一件障害につ いての一考察　一心的葛藤 をもつ母親か らの分離へ の苦闘一

11)群 馬のわ らべ うた研究

12)遊 びか ら見たス トレスマネ ジメン ト指向に関す る一考察　一青年期 を中心に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一92一

秋山　恵子

大野田　 絢

表原　　心

澤田　智子

嶋　　篤子

高瀬 安代

田口　恵子

中川千佳子

波多野伸江

樋口　 直美

八幡眞由美

横田まどか
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　　　　　　　　　　　　2001年度　児童学科卒業研究論文　論題一覧

く児童心理学〉

(指導　田川元康教授)

1)母 親のしつけ観が子どもの杜会性発達に及ぼす影響

2)わ が国における自閉症 児教育 を考 える　一TEACCHに 学ぶ一

3)ス トレス とコー ピングへの養育態度 の影響　一女子大学生の調査結果か ら一

4)知 的障害児の就学に及ぼす決定要因

5)言 語発達遅滞児の発達経過についての一考察

　　 一健診時要観察児の胎児期から就学時まで一

(指導　高木徳子教授)

1)ダ ウン症児N.U.の 事例研究

2)知 的障害児S.K.の 事例研究

3)自 閉症 児M.K.の 事例研究

4)自 閉症 児J.E.の 事例研究

5)失 行症 児T.Y.の 事例研究

6)自 閉症児K.S.の 事例研究　一教科学習の向上 と集中力の変容 を中心 に一

植村左知子

星野　裕子

太田由紀子

西村　奈緒

広瀬　千夏

宮下沙知子

門田　 昌子

伊藤　一菜

小池佐智子

志賀多希子

畑　　智子

松本　和枝

山根　敬子

〈児童保健学〉

(指導　佐藤益子教授)

1)周 産期ハイリスク児における身体発育および行動発達に関与するリスク因子の解析 青塚　順子

2)幼 児における多動性障害簡易スクリーニングテス トの検討　　　　　　　　　　　　衣笠　有佳

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西原奈緒美

3)病 児保育のあ り方についての意識調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後藤　美和

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川統紀子

4)多 動性スクリ一ニングテス トにおける病型分類の試み　　　　　　　　　　　　 高橋二美香

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　辻本　照代

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良田　真希

(指導　衣笠紀玖子講師)

1)幼 児期における親のしつけが大学生の生活習憤に及ぼす影響

2)子 育て環境 におけ る児童虐待の発生予防　一親子の意議調 査 か らの検討一

3)「 女子大生が抱 く理想の生 き方」

〈児童文化学 〉

(指導　岡田純也教授)

1)デ ィック ・ブルーナの作 品研究

池田　美穂

香西さつき

中原　　優

廣瀬由美子

藤田　純子

松岡　奈央

池上　麻子
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2)戦 中におけ る児童文学作品の考察(白 秋 ・準一 ・義美)

3)絵 本 におけ る繰 り返 し構造の分析

4)壺 井栄児童文学作 品研究

5)手 塚治虫に関す る研究　一 ブラックジャ ックを中心 に一

6)お 菓子に付属す るおまけの考察

7)「 サザエ さん」に関する考察

8)宮 崎駿作 品論　一 とな りの トトロを中心に一

9)シ ンデ レラ考察　一本当に恐 ろしいのか グ リム童話一

10)小 学生児童の塾 ・習い事 の実態 と意味

11)現 代の子 どもに とってのゲーム及び人形の考察

　　　 (テ レビゲー ム とリカちゃん人形 を中心に)

12)安 房直子作品研究

13)デ ィズニーアニ メー ションに関す る研究　一 くまのプー さん を中心に一

14)金 子みすゞ の詩研究

15)ガ ブ リエル ・パ ンサ ンの作品研究

16)幼 児のおけい こごとの実態 と功罪

今村舞衣子

岩田　紘佳

溝上　美奈

大江　　希

落合　裕子

小野　博子

小林　まよ

雪　　妙子

高畑佐代子

武田南津子

脇田屋雅子

田中久美子

藤井　景子

松村　香里

水野　可奈

大和　千恵

(指導　村榮喜代子助教授)

1)淡 路島の児童館 についての一考察　一各市町に1児 童館 の実現 に向けて一

2)親 と子の外出におけ る環境につ いての調査研究

3)鬼 ごっこに関す る一考察　一年代別調査 を中心に一

4)「 木」 と人 とのつなが り　 一「木」のお もちゃを通 して一

5)い わ さきちひろ絵本研究

6)長 　新太　論

7)名 前か らみ る親心

8)ご っこに関す る一考察　一 ア ンケー ト調査 を中心に一

9)シ ュ タイナー教育の研究

10)テ ーマパー クの研究　一デ ィズニー ラン ドを中心 に一

11)入 院児におけ るあそびの課題

12)玩 具 と子 ど もとの関わ り　 一神賀忠吾の遊具 を中心 に一

13)北 原 白秋童謡諭　― 大正期 の作 品 とその展開－

14)テ デ ィベアに関す る研究 　一創作活動 を通 して一

足立　友美

上中居有紀

大川麻希子

奥西　　理

柏原　美果

片岡　志麻

亀井　千春

葛原由香梨

清水　里美

田中美千子

三浦　覗紀

森田祐 巳子

昌山　睦美

明石　優里

〈児童教育学 〉

(指導　舩岡三郎教授)

1)自 然 と幼児の関 わ り方

2)虐 待 を犯す母親の心 的メカニズム とその背景 一A子 の事例 を通 して一

3)非 行少年に関す る事例研 究　一 その心的 メカニズム と力動 陛一

4)京 都市の子育 て支援対策における現状 と課題

5)友 だち とうま くいかない子　一仲 間関係 と親子の相互関係につ いて一

　　　　　 石井　智美

　　　　　 井上　智恵

　　　　　 中沢　絵里

　　　　　 岩崎　文美

　　　　　 鷲野　道代

　　　　　 内村　　梓

　　　　　 宇津美由貴

事例研究　　大石　雅代
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6)子 どものパー ソナ リティの不一致 と母親の養育態度について

7)家 庭 内暴力について　一暴力に隠 された子 ども達 の心の叫び一

8)家 庭 内暴 力に至 る心的構造 と親子関係 についての一考察

9)学 級崩壊 について　一 その背景にあ る子 どもか らのSOS-

10)不 登校 を考 える　 一 タイプ別 による事例 と対応 ・援助一

11)内 的ワー キング ・モデルの形成 と再構築

　　　一母子間のアタッチメン ト関係 を通 して一

12)幼 少期 に性的虐待 を受け た子 どもの心理 についての0考 察

　　　一ある2人 の女性 の事例 を通 して一

13)少 年犯罪におけ る心的 メカニ ズムについて　 一神戸連続児童殺傷事件 を通 して一

14)親 の離婚 ・再婚が子 どもに与 える影響

　　　一子 どもを幸せ にす る離婚 ・再婚家庭の在 り方 に関す る一考察一

15)育 児の世代間伝達 について　 一ある家庭の事例 を通 して一

大野　直子

粂内　悦子

清水英里子

加藤佐恵子

齊藤　知美

寺田　恭子

志村　朋子

関　美奈子

高瀬　裕美

高園　　薫

藤本　恵子

田中　美起

野田　理保

南　かずみ

森兼　瑞絵

(指導　大辻隆夫助教授)

1)現 代青年 におけるセルフ ・エスティー ムと性役割意識 との関連につ いて

2)HTPテ ス トにおけ る描画抵抗 と性格 との関連性 につ いて

　　 一大学生女子 を対象 として一

3)母 親の養i育態度が青年期の依存性に及ぼす影響について

4)グ ループ ・カウンセ リングにおけるパー ソナ リティの変化 に関す る研究

　　 一Cantlay法HTPとYG性 格検査 か らの検討一

5)幼 児におけ る水遊びの劾果 としての心理的成長 について

　　 一投影樹木画法 を中心 として一

6)母 親の養育態度 と子 どもの 自主性につ いて

7)思 春期 における移行対象につ いての一考察　一生涯保持 の視点か ら一

8)出 生順位 と性格の関連について　 一2人 きょうだいを中心 に一

9)母 親 の養育態度 ときょうだいの性格特徴の関係につ いて

有本　雅子

菅沼　和子

伊東　早苗

垣内喜美代

中島　久美

木田百合子

井上　牧子

梅本　和代

平井麻衣子

平田香福美

内田　博子

木戸　可織

森永　礼子

坂畑佳容子

早田磨理子

舟田　真希

白井　弘美

吉村充輝子

土屋　　茜

原　美奈子

石賀　潤子

金田　真琴

岸本　静香

瀬戸　香織

一95一



投稿規定

10)幼 少期における父子関係 が人格形成に及ぼす影響につ いて

11)母 親の養育態度が子 ど もの性格形成に及ぼす影響につ いて

12)現 代青年期女性におけ る痩 身願望(ダ イエ ッ ト願望)

　　一女子大学生のア ンケー ト調査か ら一

〈児童表現学〉

(指導　野村　誠講師)

1)パ ネル シアターに願 いをこめて　 一現状 と可能性一

2)青 少年有害杜会環境対策基本法案が与える影響

3)手 作 り楽器　 　「てんて こ」の活動 を通 して一

と性格特性 について

〈仏教学 〉

(指導　野村伸夫教授)

1)仏 教 説話の伝来 と日本におけ る展開

2)宗 教教育の必要性　 一高校生の宗教意議調査 を通 して一

野中　　望

平尾　香奈

平木　香織

久野　　愛

村上　吏奈

富田　明子

山下　絵美

佐藤　日奈

杉瀬　　綾

野口　智子

西田三千代

林　　景子

山内　美和

石田　有希

　　　　　　　　　　　　　　　　　 〈投 稿 規 定>

1。 本誌 の投稿 資格 は,京 都女子大学家政学部児童学科所属の教職員および編集委 員会 が必要 と認

　 めた もの とす る。

2。 本誌 は児童学の諸領域に関す る原著論文,綜 説,評 論,研 究報告,情 報,紹 介,書 評,お よび

　　児童学科 の諸活動 に関す るニ ュー ス,そ の他 な どを掲載す る。

3.原 著論文 は未公刊 の ものに限 る。

4.一 論文の長 さは,原 則 として400字 詰原稿用紙50枚 までとす る(図 表 も含む)。 ただ し,編 集委員

　 が とくに必要 と認め たものはこの限 りではない。

5。 印刷 に際 しては,原 則 として無料 であ るが,と くに費用 を要す るものには著者が負担 しなけれ

　 ばならない場合 がある。

6。　執筆要令頁　=

(1源 稿は,横 書 きを原則 とし,当 用漢字,新 かなつ かい,算 用数字 を用いる。外国語 はすべ てタ

　　イプ で打つ。

②外国の人名 ・地名 は,原 語 を用いる。 その他の外国語には,な るべ く訳語 をつけ る。

(3)図表 ・グラフには原則 として欧文の タイ トルをつける。

(4)参考文献 は,本 文の終 りに原則 として,著 者の姓 を基準 にA,B,　 C順 に配列す る。同一著者

　　では年次順 とし,さ らに同年 の場合 は,1968a,1968b,の よ うに区別す る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 96
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　 　 文 献 の書 き方 は以 下 の例 示 の よ うにす る。

〔雑 　誌〕

　 1　 Biederman　 J,　Steingard　 R{1989)　 Attention-Deficit　 Hyperactivity　 Disorder　 in　Adoles-

　 　cents.　 Psychiatric　 Annals　 19　:　587-596.

　 2　 佐 藤益 子,水 田隆三(1986)低 出生 体 重 児の行 動 発達 一 学 童期 に おけ る ソフ トサ イ ン― 　 児 童

　 　学研 究 　 16:3-13.

〔単行 本〕

　 3　 Touwen　 BCL,　 Prechtl　 HFR　 (1970)　 The　 neurological　 examination　 of　the　child　with　minor

　 　nervous　 dysfunction.　 Clinics　 in　Developmental　 Medicine　 38　:　London,　 Spastics　 lnterna-
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